
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を

さ
ら
に
広
げ
よ
う
！

「
生
き
て
い
る
う
ち
に
何

と
し
て
も
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
実
現
し
た
い
」
と
い
う

被
爆
者
の
想
い
か
ら
、
２
０

２
０
２
１
年
度
か
ら

年

現
の
問
題
を
中
心
に
い
く

適
正
配
置
と
再
編
整
備
で

10

イ
ラ
ン
核
合
意
か
ら
一
方
的

１
６
年
４
月
に
始
ま
っ
た
ヒ

間
の
第
三
期
高
校
改
革
基
本

つ
か
の
意
見
が
出
さ
れ
て
、
は
、
第
２
期
ま
で
学
年
４

に
離
脱
す
る
と
と
も
に
、
地

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
は
、
今

方
針
を
策
定
す
る
た
め
に
、

具
体
的
な
修
正
は
会
長
と

～
８
学
級
と
し
て
い
た
適

上
発
射
方
式
の
中
距
離
核
戦

年
４
月
ま
で
に
約
９
４
１
万

県
立
高
校
の
教
育
制
度
等
の

事
務
局
に
一
任
す
る
こ
と

正
規
模
を
３
～
８
学
級
に

力
を
全
廃
す
る
こ
と
を
目
的

５
千
人
分
が
集
約
さ
れ
て
い

改
革
の
あ
り
方
や
生
徒
減
少

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

変
更
し
た
上
で
、
再
編
整

に
ロ
シ
ア
と
む
す
ん
で
い
た

ま
す
。
世
界

か
国
・
地
域
、

に
対
応
し
た
適
正
配
置
と
再

報
告
書
案(

目
次
を
次

備
を
行
う
こ
と
な
ど
で
一

42

Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
か
ら
も
離
脱

国
内
１
２
５
９
人
の
自
治
体

編
整
備
に
つ
い
て
審
議
し
て

頁
に
掲
載)

で
は
、
教
育

定
規
模
以
上
の
学
校
が
必

し
、
核
兵
器
使
用
政
策
を
強

首
長
（
う
ち
道
府
県
知
事

き
た
、｢

高
校
改
革
推
進
会

制
度
等
の
改
革
に
つ
い
て

要
と
す
る
意
見
と
、
学
校

22

化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対

人
）
も
賛
同
し
て
い
ま
す
（
各

議｣

の
第
８
回
会
議
が
７
月

は
、
第
２
期
ま
で
に
進
め

規
模
に
か
か
わ
ら
ず
通
学

抗
す
る
形
で
、
イ
ラ
ン
が
、

都
道
府
県
の
人
数
は
別
掲
）
。

日
に
開
催
さ
れ
、
県
教
委

て
き
た
、
既
存
の
学
科
・

可
能
な
高
校
の
存
続
が
必

24

核
合
意
で
定
め
ら
れ
た
上
限

３
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た

に
提
出
す
る
報
告
案
に
つ
い

コ
ー
ス
に
関
す
る
改
革
や

要
と
す
る
意
見
を
併
記
し

を
超
え
て
ウ
ラ
ン
濃
縮
度
を

「
Ｎ
Ｏ

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
２
０
１

て
の
最
終
の
審
議
が
行
わ
れ

離
島
留
学
制
度
・
中
高
一

て
い
ま
す
。

引
き
上
げ
る
こ
と
を
表
明
し

９
」
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に

ま
し
た
。
審
議
で
は
、
前
回

貫
教
育
等
に
関
し
て
、
基

高
校
改
革
推
進
会
議
で

て
い
ま
す
。
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

出
演
し
た
坂
本
龍
一
さ
ん
も

の
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
に

本
的
に
、
こ
れ
ま
で
の
方

の
審
議
は
こ
れ
で
終
了

で
の
緊
張
も
高
ま
っ
て
お

署
名
し
「
核
兵
器
を
使
わ
な

基
づ
く
素
案
の
修
正
が
確
認

針
の
延
長
上
で
の
方
向
性

し
、
報
告
書
を
受
け
た
県

り
、
新
た
な
核
軍
拡
競
争
や

い
、
な
く
そ
う
！
」
と
メ
ッ

さ
れ
た
上
で
、
今
回
提
出
さ

が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
委
が
方
針
の
策
定
作
業

核
兵
器
使
用
の
危
険
が
指
摘

セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

れ
た
案
に
つ
い
て
、
文
章
表

生
徒
減
少
に
対
応
し
た

に
進
む
予
定
で
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
の

こ
う
し
た
危
険
な
動
き
に

と
り
く
み
は
、
来
年
開
催
さ

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
に
は
、

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
再
検
討
会
議
へ

世
界
的
な
世
論
の
高
ま
り
が

の
提
出
に
向
け
て
、
最
後
の

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

追
い
込
み
の
時
期
に
な
り
ま

私
た
ち
市
民
一
人
ひ
と
り
の

し
た
。
核
兵
器
保
有
国
や
日

行
動
が
大
き
な
意
味
を
持
ち

本
政
府
の
姿
勢
を
変
え
さ
せ

ま
す
。
核
兵
器
禁
止
条
約
の

る
た
め
に
、
さ
ら
に
署
名
を

交
渉
会
議
で
活
躍
し
た
オ
ー

広
げ
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
リ
ア
の
ハ
イ
ノ
ッ
チ
大

使
は
、
昨
年
の
原
水
禁
世
界

大
会
で
「
核
兵
器
は
世
界
中

の
市
民
た
ち
に
苦
難
の
結
末

を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
か

ら
、核
兵
器
廃
絶
の
問
題
は
、

軍
人
や
外
交
官
た
ち
だ
け
が

特
権
的
に
扱
う
の
で
は
な

く
、
こ
こ
に
い
る
私
た
ち
の

よ
う
な
普
通
の
人
々
が
関
わ

る
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
世

界
の
、
日
本
の
一
人
ひ
と
り

が
行
動
に
立
ち
上
が
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組合は であい ふれあい たかめあい

広島・長崎への原爆投下から７４年 核兵器禁止条約の採択から２年

核兵器廃絶のためのとりくみを さらに大きく広げよう
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
か
ら

年
目
の
夏
が
来
ま
し

74

た
。
一
昨
年
の
７
月
に
は
、
被
爆
者
を
先
頭
に
し
た
世
界
的
な

運
動
を
背
景
に
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
１
２
２
カ
国
の
賛

成
で
採
択
さ
れ
、
世
界
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
画
期
的
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
よ
る
イ
ラ
ン
核
合
意
か
ら
の
一
方
的
な
離
脱
に
と
も
な

う
両
国
の
対
立
の
激
化
な
ど
、
危
険
な
動
き
も
あ
り
ま
す
。
核

兵
器
を
め
ぐ
る
こ
の
間
の
動
き
を
確
認
し
た
う
え
で
、
核
兵
器

廃
絶
の
た
め
の
と
り
く
み
を
さ
ら
に
大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

核
兵
器
禁
止
条
約

調
印

国

批
准

国
に

70

23

核
兵
器
禁
止
条
約
の
調
印
国

と
批
准
国
は
着
実
に
増
加
し
、

今
年
４
月
の
時
点
で
、
調
印
が

か
国
、
批
准
が

か
国
に
達

70

23

し
て
い
ま
す
。
核
兵
器
禁
止
条

約
の
発
効
を
め
ざ
す
世
界
の
動

き
は
確
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
保
有
国
や｢

核
の
傘｣

の
下
に
あ
る
国
々
で
も
変
化
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
昨
年
、
国
内
で
最
大
の

州
議
会
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
議
会
が
、
連
邦
政
府
に
対

し
て
、
核
兵
器
禁
止
条
約
を

支
持
し
核
軍
備
撤
廃
を
安
全

保
障
政
策
の
最
重
要
課
題
と

す
る
こ
と
を
求
め
た
決
議
を

採
択
し
ま
し
た
。
同
様
の
決

議
は
、
ボ
ル
チ
モ
ア
市
議
会

や
首
都
ワ
シ
ン
ト
ン
の
特
別

区
議
会
で
も
相
次
い
で
い
ま

す
。日

本
と
同
様
に｢

核
の
傘｣

の
下
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
、
二
大
政
党
の
一
つ

で
あ
る
労
働
党
が
、
昨
年
の

大
会
で
、
政
権
に
つ
い
た
あ

か
つ
き
に
は
、
核
兵
器
禁
止

条
約
に
調
印
・
批
准
す
る
と

い
う
公
約
を
採
択
し
ま
し

た
。
労
働
党
の
連
邦
議
員
の

％
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

78の
調
印
と
批
准
に
向
け
た
と

り
く
み
を
行
う
と
表
明
し
て

お
り
、
労
働
党
支
持
者
の
83

％
が
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の

調
印
を
支
持
し
て
い
ま
す
。

危
険
な
動
き
を
市
民
の
力
で

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う

ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
政

権
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め

る
世
界
世
論
に
背
を
向
け
、

広島の被爆者 小林愛子さん

（張本勲さんの姉）のメッセージ

核兵器禁止条約ができて思うことは、核

兵器があってもいいというような国をなく

したいということです。一人でも多くの人

が核兵器廃絶を訴えることが大事です。「日

本ではたくさんの人が核兵器に反対してい

る。たくさんの署名を国連に持ってきてい

る」となると、他の国の皆さんも核兵器廃

絶を訴えていかないといけない気持ちにな

るじゃないですか。これを世界中に広げた

いと思います。「ヒバクシャ国際署名」が

訴えていることはまさにこのことです。

いちばん言いたいのは、日本政府はなん

ですかということです。節子サーローさん

に会わないのはおかしいです。核兵器禁止

条約にも署名しません。日本がそれではだ

めです。原爆を落とされたんですよ。

弟もそう言うかもしれませんが、安倍総

理は「喝！」なんです。私は「喝！」と言

いたいです。

（原水協通信 2019年新年号より）

パナマが核兵器禁止条約の批准書を
国連に提出（2019年4月11日）

坂本龍一さんも署名

高
校
改
革
推
進
会
議
第
８
回
会
議

報
告
書
案
に
つ
い
て
の
最
終
審
議
を
行
っ
て
閉
会

メールアドレス
nagaｰkks@fsinet.
or.jp

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号

長崎高教組会館
長崎県高等学校教職員組合

5 (095)-827-5882
F A X (095)-826-2976
編集責任者 小 田 誠
購 読 料 一 部 １ ０ 円

組 合 員 は 組 合 費 に 含 む

発 行
〒850-0013 長崎市中川２丁目２番５号

長崎高教組会館
長崎県高等学校教職員組合

5 (095)-827-5882
F A X (095)-826-2976
編集責任者 馬 場 隆
購 読 料 一 部 １ ０ 円

組 合 員 は 組 合 費 に 含 む

メールアドレス
nagaｰkks@fsinet.
or.jp

(1) 第1688号 2019年8月1日(木) 長 崎 高 教 組 新 聞 昭和35年8月11日第三種郵便物認可 毎月1日、15日発行



こ
と
が
で
き
る｢

特
定
資

金
貸
付
業
務｣

も
採
用
さ

れ
、
利
用
者
の
資
産
を
根

こ
そ
ぎ
略
奪
で
き
る
形
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

実
教
部
は
７
月

日
に
大

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

し
れ
な
い
が
、
親
や
本
人
、
家

高
教
組
も
参
加
し
て
い
る

と
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ジ
ノ
誘
致
反
対
の

13

村
市
内
で
定
期
大
会
を
開
催

い
う
話
も
あ
る
が
、
実
業
系

庭
で
の
考
え
方
も
様
々
で
あ

ス
ト
ッ
プ
・
カ
ジ
ノ
！
長
崎

①
に
つ
い
て
は
、
民
主
党

署
名
を
広
げ
よ
う

し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
役

の
学
校
で
は
、
実
習
教
員
も

る
こ
と
か
ら
出
て
き
て
い
る

県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
７

政
権
時
代
に
カ
ジ
ノ
合
法

員
と
代
議
員
合
わ
せ
て

人

教
諭
も
均
等
に
割
り
当
て
が

問
題
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

月

日
に
、
全
国
カ
ジ
ノ
賭

化
が
議
論
さ
れ
た
際
に

ス
ト
ッ
プ
・
カ
ジ
ノ
ネ

10

28

が
参
加
し
、
若
い
未
組
合
員

あ
る
。

し
、
一
番
大
切
に
す
べ
き
は
、

博
場
設
置
反
対
連
絡
協
議
会

は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
合
法

ッ
ト
で
は
、
現
在
、
知
事

も
１
人
傍
聴
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
将
来
で
は
な

事
務
局
長
の
吉
田
哲
也
弁
護

化
で
き
る
の
は
公
設
公
営

に
対
し
て
カ
ジ
ノ
を
誘
致

大
会
で
は
、
昨
年
度
の
運

〇
生
徒
の
多
様
化

い
だ
ろ
う
か
。

士
を
招
い
て
、
公
開
講
演
会

の
場
合
だ
け
と
内
閣
法
制

し
な
い
こ
と
を
求
め
る
署

動
の
総
括
及
び
決
算
、
今
年

各
校
（
特
に
実
業
系
）
で

他
に
も
、
免
許
の
こ
と
や

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
会

局
が
待
っ
た
を
か
け
て
い

名
に
と
り
く
ん
で
い
ま

度
の
運
動
方
針
、
予
算
及
び

は
、
生
徒
の
個
性
・
成
長
過

〇
各
種
休
暇
の
取
得
等

部
活
動
の
こ
と
、
人
事
異
動

に
は
、
県
下
各
地
か
ら
約

た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

す
。
カ
ジ
ノ
に
よ
る
家
庭

70

役
員
に
つ
い
て
討
議
し
、
各

程
に
幅
が
あ
り
、
以
前
は
時

各
校
で
若
干
の
温
度
差
が

で
の
そ
の
後
の
こ
と
等
に
つ

人
が
参
加
し
、
高
教
組
か
ら

た
。
ま
た
、
②
に
つ
い
て

崩
壊
や
自
殺
者
を
出
さ
な

議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
役

間
内
に
終
了
し
て
い
た
実
習

あ
る
よ
う
だ
が
、
先
輩
方
が

い
て
多
く
の
意
見
や
質
問
が

も
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

い
た
め
に
、
署
名
を
大
き

員
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
４

で
も
、
今
は
内
容
を
縮
小
す

交
渉
を
重
ね
た
上
で
の
制
度

出
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の

カ
ジ
ノ
は
地
域
に

施
設
や
ホ
テ
ル
等
に
併
設

く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

年
度
か
ら
部
長
を
務
め
た
浦

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
の
で
、
我
々
が
率
先
し
て

表
情
に
は
笑
み
も
こ
ぼ
れ
、

何
を
も
た
ら
す
か

さ
れ
る
の
で
、
家
族
ぐ
る

本
貴
明
さ
ん
（
長
工
全
）
に

細
か
く
適
性
や
上
達
度
を
気

取
得
、
ま
た
は
管
理
職
へ
の

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

み
で
行
け
る
場
所
と
し

代
わ
っ
て
、
東
川
隆
則
さ
ん

に
す
る
現
在
だ
か
ら
こ
の
問

確
認
を
し
て
み
よ
う
。
気
持

と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

吉
田
弁
護
士
の
講
演
は｢

カ

本
型
カ
ジ
ノ
の
特
徴｣

｢

『
世

て
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
対
す

（
鹿
町
工
）
が
部
長
に
選
出

題
が
出
て
き
て
い
る
の
か
も

ち
よ
く
働
く
た
め
に
！

す
。

ジ
ノ
は
地
域
に
何
を
も
た
ら

界
最
高
基
準
の
』
カ
ジ
ノ
規

る
垣
根
を
低
く
す
る
こ
と

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

す
か｣

と
い
う
演
題
で
、｢

日

制
の
正
体｣

等
に
つ
い
て
具

が
、
子
ど
も
た
ち
に
与
え

大
会
終
了
後
に
行
っ
た
学

体
的
に
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

る
影
響
が
指
摘
さ
れ
ま
し

習
討
論
会
で
は
、
１
時
間
以

｢

日
本
型
カ
ジ
ノ
の
特
徴｣

た
。

上
に
わ
た
っ
て
、
各
職
場
で

と
し
て
は
、
①
日
本
史
上
初

｢

『
世
界
最
高
基
準
の
』

の
様
々
な
状
況
に
つ
い
て
意

の
民
設
民
営
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル

カ
ジ
ノ
規
制
の
正
体｣

に

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
主
な

で
あ
る
こ
と
、
②
特
定
複
合

つ
い
て
は
、
結
局
、
カ
ジ

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

観
光
施
設(

Ｉ
Ｒ)

と
し
て
、

ノ
が
事
業
と
し
て
成
立
す

今
年
５
月
に
、
長
崎
県
収

め
る
た
め
に
、
地
権
者
と
支
援

た
め
に
、

世
帯
約

人
が

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
や

る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て

13

60

〇
寄
宿
舎
の
あ
る
学
校
で
の

用
委
員
会
が
、
石
木
ダ
ム
建

者
の
７
団
体
の
共
同
に
よ
る

生
活
す
る
土
地
・
家
屋
を
奪

ホ
テ
ル
等
に
併
設
さ
れ
る
こ

お
り
、
カ
ジ
ノ
事
業
者
が

舎
監
の
割
り
当
て

設
用
地
の
全
て
の
土
地
を
県

対
県
要
請
行
動
が
７
月

日

う
こ
と
は
、
基
本
的
人
権
の

と
、
③
特
区
方
式
で
あ
る
こ

利
用
者
に
資
金
を
貸
付
る

30

特
別
支
援
学
校
で
は
、
実

が
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

に
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

侵
害
で
す
。
県
政
に
か
か
わ

習
教
員
が
割
り
当
て
に
入
る

る
裁
決
、
い
わ
ゆ
る
収
用
裁

必
要
性
の
な
い
公
共
事
業
の

る
重
要
な
問
題
と
し
て
、｢

民

決
を
下
し
た
こ
と
に
よ
っ

主
県
政
を
つ
く
る
会｣
の
よ

て
、
期
限(

家
屋
が
な
い
土

び
か
け
を
受
け
て
、
高
教
組

地
は
９
月

日
、
家
屋
と
そ

か
ら
も
馬
場
書
記
次
長
が
、

19

の
土
地
は

月

日)

が
来

こ
の
要
請
行
動
に
参
加
し
ま

庁
１
階
ロ
ビ
ー
に
地
権
者
と

11

18

る
と
県
に
よ
る
強
制
収
用
が

し
た
。

支
援
者
約
２
０
０
人
が
集
ま

可
能
に
な
り
ま
す
。
実
際
に

当
日
は
、
午
前

時
に
県

り
、
要
請
書
を
知
事
か
副
知

10

人
が
生
活
し
て
い
る
土
地
・

事
に
直
接
手
渡
す
こ
と
を
求

家
屋
を
強
制
収
用
す
る
こ
と

め
ま
し
た
。
し
か
し
、
知
事

は
、
明
治
時
代
の
足
尾
鉱
毒

は
出
張
中
、
副
知
事
は｢

公
務

事
件
の
時
以
降
は
、
全
国
ど

中｣

を
理
由
に
姿
を
見
せ
ま
せ

こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
参

し
、
中
村
知
事
は
強
制
収
用

加
者
は｢

知
事
は
出
て
こ

を
選
択
肢
か
ら
外
し
て
い
ま

い
！｣

｢

強
制
収
用
は
す
る

せ
ん
。

な
！｣

と
、
午
後
４
時
こ
ろ
ま

知
事
に
対
し
て｢

強
制
収

で
抗
議
行
動
を
続
け
ま
し
た
。

用｣

を
取
り
下
げ
る
こ
と
を
求

組合は であい ふれあい たかめあい

当日参加できなかった
人のメッセージも掲示

実
教
部
定
期
大
会
・
学
習
討
論
会

職
場
で
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
と
意
見
交
流

「カ
ジ
ノ
は
要
ら
な
い
！
」

ス
ト
ッ
プ
・
カ
ジ
ノ
ネ
ッ
ト
が
講
演
会
を
開
催

「強
制
収
用｣

は
取
り
下
げ
よ
！

石
木
ダ
ム
の
強
制
収
用
を
許
さ
な
い
長
崎
県
庁

第三期長崎県高校改革推進会議
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